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デバイスコネクタ
デバイスコネクタは、Cisco UCS Managerをクラウドホスト型のサーバ管理システムである
Cisco Intersightに接続します。これにより、Cisco UCSManagerを Cisco Intersightを使用して管
理およびモニタできるようになります。

クラウド内の Cisco Intersightにデバイスを登録するには、次の手順を実行します。

1. 必要に応じて、デバイスコネクタのプロキシ設定を行って、Cisco UCS Managerを Cisco
Intersightと接続します。

2. デバイスのシリアル番号とセキュリティコードを使用して、Cisco Intersightからデバイス
へのアクセスを検証し、デバイスを要求します。

デバイスコネクタの更新
CiscoUCSManagerをアップグレードすると、デバイスコネクタはCiscoUCSManagerバージョ
ンと統合されたイメージに自動的に更新されます。Cisco UCS Managerバージョンをダウング
レードしても、デバイスコネクタはダウングレードされません。

Cisco Intersight GUIを使用して、デバイスコネクタを更新できます。Cisco UCS Manager CLI
でローカル管理シェルを使用して、デバイスコネクタを更新することもできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ローカル管理モードを開始します。UCS-A# connect local-mgmtステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

指定されたファイル転送プロトコルを使

用して、デバイスコネクタのイメージ

UCS-A(local-mgmt)# copy [from-filesystem:]
[from-path] filename to-path [dest-filename]

ステップ 2

ファイルをリモートサーバからローカ

ルの宛先にコピーします。ファイルは、

1つのファブリックインターコネクトに
のみコピーする必要があります。

• from-filesystem：コピー元のファイ
ルを含んでいるリモートファイル

システム。

このファイルは、次のオプションの

いずれかを使用して指定できます。

• ftp: [ // [ username@ ] server ]

• scp: [ // [ username@ ] server ]

• sftp: [ // [ username@ ] server ]

• tftp: [ //server [ :port ] ]

ファイルシステムを指定しない場

合、現在の作業ファイルシステム

が表示されます。

サーバ名を指定せずに、リモート

プロトコルを指定した場合、サーバ

名の入力が求められます。

• from-path：コピー元のファイルの絶
対パスまたは相対パス。パスを指定

しない場合、現在の作業ディレクト

リが前提とされます。

• filename：コピー元のファイルの名
前。

• to-path：コピー先のファイルの絶対
パスまたは相対パス。パスを指定し

ない場合、現在の作業ディレクトリ

が前提とされます。このパスには

ローカルファイルシステムが組み

込まれており、コピー先のファイル

が含まれています。

このファイルシステムは、次のオ

プションのいずれかから指定できま

す。
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目的コマンドまたはアクション

• volatile:

• workspace:

• dest-filename：コピー先のファイル
の新しいファイル名。dest-filename
を指定すると、コピー元のファイル

はコピー先で名前変更されます。

CiscoUCSManager GUIを使用
してデバイスコネクタのイ

メージファイルをダウンロー

ドすることはできません。

（注）

ピアのファブリックインターコネクト

でデバイスコネクタイメージを更新し

UCS-A(local-mgmt)#
update-device-connector workspace: |
volatile:/filename [skip-upgrade-on-peer]

ステップ 3

てから、ローカルのファブリックイン

ターコネクトを更新します。

skip-upgrade-on-peerオプションを使用
すると、ピアのファブリックインター

コネクトの更新がスキップされます。

例

次に、両方のファブリックインターコネクトでデバイスコネクタを更新する例を示し

ます。

UCS-A# connect local-mgmt
UCS-A(local-mgmt)# copy scp://username@10.100.100.100/filepath/filename.bin workspace:/
UCS-A(local-mgmt)# update-device-connector workspace:/filename.bin
Update Started
Updating Device Connector on peer Fabric interconnect
Successfully updated device connector on peer Fabric interconnect
Updating Device Connector on local Fabric interconnect
Successfully updated device connector on local Fabric interconnect
UCS-A(local-mgmt)#

次に、ローカルのファブリックインターコネクトのみでデバイスコネクタが更新され

る例を示します。

UCS-A# connect local-mgmt
UCS-A(local-mgmt)# copy scp://username@10.100.100.100/filepath/filename.bin workspace:/
UCS-A(local-mgmt)# update-device-connector workspace:/filename.bin skip-upgrade-on-peer
Update Started
Updating Device Connector on local Fabric interconnect
Successfully updated device connector on local Fabric interconnect
UCS-A(local-mgmt)#
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